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緒　言

　生薬としてのアロエベラ葉肉ゲルの効能は，古くから

知られている．筆者は，前報に引き続き，ベンゼン分画

＃1に含まれている種々の成分のマススペクトラムを，

さらにスキャン番号3503～7691のクロマトグラム（TIC）

の細部にわたり詳しく，標準のスペクトラムとコンピュー

タによって自動的に，その相同性を比較させ，最終的に

人力によって確認して，第一報で報告したもの以外にも，

新たに幾っかの化合物を同定できたので，以下に報告す

る．
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図1ベンゼンフラクション＃1のTIC（部分）
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表1アルカン類
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表3　アルケン

Scan　No． M．F． M＋ Name

3521 Cユ4H，s 336 t－tetr6sene

表4カルボン酸類

Scan　N6． M．F。 M＋ Name

3580

4529

CユsH4，02

C24H4003

352　　　pentadecen6ic　6cid
376　（一）。（Z）－7－［（1S，2R，3R，5S）－2－（’（3R，1正）－3－hydr◎xy－1－

　　　　6ctenyし）－tO－n・rptnan－3－yし］－5－heptendc層acid

表5エステル類
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340

354

eic。syしacetate

n－d6decyt　f6rmate

（83）



　　　　　山口　　功

表6　シクロヘキサン類

Scan　N6． M．F． M＋ Name
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1－methyt－4－（1－methyしhex6d，ecyし）cyct6hexane

1－methyし一4－（1－methytheptadecyし）cyctohex6ne

1。methyl－4－（1－methyし6cta6｛iecyt）cycしohex6ne

tr6n．s－（cycL6hexyしmethyし）－4－ethy1cyct6hexane

　　　n－heneこc6syしcyct6he’xane

　　　1，t’－dこcycし6he翼yttri己、ecane

　　　2－cyct6hexyしhenetc6sane

表7アルコール

Scan　N6． M．F． M＋ Name

6158 C2eH340 290 13［16］，14－tabdien－8－oし

表8ベンゼン誘導体

Scan　N6． M．r． M＋ Name

3903

3918

4349
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C26｝・146　　　　358

Cユ4H4z　　　　　330
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　　　etcosylbenzene．
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表9　フタル酸エステル
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表10ステロイド類とテルペン類
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表11アントラセン誘導体

Scan　N6． M．F． M＋ Name

582t Cz6H4， 360 9－d6decyしtetr6dec〔二hydr66nthr6cene

表12その他

Scan　N6． M．F． M＋ Name

3512 C8Ht3NO　　　139 trans－7－az6bicyct6［4，3，0jn6nσn－8－6ne

実験方法と結果

　実験方法にっいては第一報に記載した通りである．得

られたトータルイオンクロマトグラム（TIC）のスキャン

番号3500以降の部分を図1に示す．

　これまでと同様に，比較的大きなピークはアルカン類

で，C25以降はクロマトグラム上で順序よく，炭素数

が一っ増えるごとに保持時間を増して溶出している．そ

れらの高いピークの横に位置するピークが意味する化合

物を主に分類して表に示した．

考　察

　化合物の検索結果から，アロエベラ葉肉のゲル中には，

量と種類においてアルカン類が多く見うけけられる．

これを摂取すると肌が滑らかになると共に低血糖効果が

期待されている．ベンゼンによる抽出では，その油状抽

出物中から，第二報と同様に，多種類の分岐アルカン類

を同定することができた．

要　約

　第二報に引き続いて，凍結乾燥したアロエベラ葉肉ゲ

ル中に含まれている成分をベンゼンで抽出し，ガス・質

量分析装置でスキャン番号3500以降から最後のスキャ

ン番号である7691までを分析した結果，アルカン類，

分岐アルカン類，オレフィン，シクロヘキサン類カル

ボン酸類，アルコール，ベンゼン誘導体，ステロイド類

およびテルペン類，アントラセン誘導体などの多種類の

化合物が検出された．我々の健康にどの化合物がどのよ

うに役立っているかは今後の検討課題である．
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Abstract

After　the　second　report　of　the　be皿ene　fraction　on　the　conponents　of　the　gel　of　Aloe　vera（L．）B㎜．f，　the　chroma－

togram　of　the　benzene仕action＃l　on　the　scan　numbers　from　3500　to　7697　was　referred，　then　meny　kinds　of　compounds

wcre　detectcd，　they　were　normal　alkanes，　branched　aU（anes，　an　aU【ene，　cyclohexane　derivatives，　carboxylic　acids，　an

alkoho1，　esters，　benzene　derivatives，　steroids　and　terpenes，　an　anthracene　derivative　　and　a　phthalatc・
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